


第１章　総　　　則
（目　的）
第１条　建学の精神を踏まえ、教育基本法並びに学校教育法に基づいて、豊かな知性と感性を備え、

いのちに寄り添い、いのちを支える、道徳的に優れた専門職業人を育成するとともに、学術の拠点

として教育研究上の成果を地域並びに広く社会に還元することにより、その発展に寄与することを

目的とする。

２　本学の設置する各学科における人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的について

は、別に定める。

（情報の公開）
第２条　本学は、本学における教育研究活動等の状況について、刊行物への掲載、その他広く周知を

図ることができる方法によって、積極的に情報を公開するものとする。

２　前項の情報の公開に関する事項は、別に定める。

（目的達成と評価）
第３条　本学は、教育研究水準の向上を図り、前条の目的及び社会的使命を達成するために、本学に

おける教育研究活動並びに組織及び運営等の状況について自ら点検及び評価を行う。

２　本学は、教育研究等の総合的な状況について、学校教育法施行令第40条で定める期間ごとに、

文部科学大臣の認定を受けた認証評価機関による評価を受けるものとする。

３　前項の点検及び評価に関する事項は、別に定める。

（教育内容等の改善）
第３条の２　本学は、教育内容及び方法の改善を図るための組織を設け、研修及び研究を実施する。

２　前項の組織に関する事項は、別に定める。

第２章　学部、学科、学生定員及び修業年限
（学　部）
第４条　本学において設置する学部は、次のとおりとする。

（１）保健科学部

（２）教育学部

（学科及び学生定員）
第５条　学部において設置する学科及びその学生定員は、次のとおりとする。

学 部 学 科 入 学 定 員 編入学定員 収 容 定 員

保健科学部
医 療 検 査 学 科 80名 － 320名
診療放射線学科 75名 － 300名
看 護 学 科 75名 （３年次）５名 310名

教 育 学 部 こども教育学科 80名 － 320名
計 310名 ５名 1250名

神戸常盤大学学則
（平成 20 年４月１日）
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（修業年限）
第６条　本学の修業年限は、４年とする。

２　３年次編入学生の修業年限は、２年とする。

（在学年限）
第７条　学生は８年を超えて在学することはできない。

２　３年次編入学生は、４年を超えて在学することはできない。

第３章　学年、学期及び休業日
（学年）
第８条　学年は４月１日に始まり、翌年３月31日に終る。

（学期）
第９条　学年を次の２学期に分ける。

　　　　前　期　　４月１日から９月30日まで

　　　　後　期　　10月１日から翌年３月31日まで

２　前項の規定にかかわらず、学長は、前期の終了日及び後期の開始日を変更することができる。

（休業日）
第10条　休業日は、次のとおりとする。

（１）日曜日

（２）国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日

（３）学園創立記念日５月８日

（４）夏期休業日８月１日から９月16日まで

（５）冬期休業日12月24日から翌年１月７日まで

（６）春期休業日３月11日から３月31日まで

２　前項の規定にかかわらず、学長は、臨時の休業日を定めることができる。

３　学長は、必要のある場合、休業日を変更することができる。

４　学長は、必要のある場合、休業日に授業等を行わせることができる。

第４章　入学、退学及び休学
（入学の時期）
第11条　入学の時期は学年の初めとする。

（入学資格）
第12条　本学に入学することのできる者は、次の各号の一に該当する者とする。

（１）高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者

（２）通常の課程による12年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれに相当す

る学校教育を修了した者を含む。）

（３）外国において学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣

の指定したもの

（４）文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当

該課程を修了した者
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（５）専修学校の高等課程（修業年限が三年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を

満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に

修了した者

（６）文部科学大臣の指定した者

（７）高等学校卒業程度認定試験規則（平成17年文部科学省令第１号）による高等学校卒業程度認

定試験に合格した者（同規則附則第２条の規定による廃止前の大学入学資格検定規程（昭和

26年文部省令第13号）による大学入学資格検定に合格した者を含む。）

（８）本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力がある

と認めた者で、18歳に達したもの

（入学の出願）
第13条　本学に入学を志願する者は、本学所定の書類に入学検定料を添えて提出しなければならな

い。

２　提出の時期、方法、提出すべき書類等については、別に定める。

（入学の選考）
第14条　前条の入学志願者については、別に定めるところにより選考を行う。

（入学手続き及び入学許可）
第15条　前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに誓書その他本学所定

の書類を提出するとともに、入学金等を納入しなければならない。

２　学長は、前項の入学手続きを完了した者に入学を許可する。

（転学及び再入学）
第16条　本学に、転学又は退学及び除籍時の学科に再入学を志望する者があるときは、選考の上、相

当年次に入学を許可することがある。

２　前項の規定により、入学を許可された者の既に修得した授業科目及び単位数の取扱い並びに在

学すべき年数については、教授会の議を経て学長が決定する。

（看護学科３年次編入学）
第17条　次の各号の一に該当する者で、保健科学部看護学科の３年次に編入学を志望する者は、選考

の上、編入学を許可することができる。

（１）保健師助産師看護師法（昭和23年法律第203号）の規定に基づき、文部科学大臣の指定した短

期大学を卒業した者

（２）保健師助産師看護師法（昭和23年法律第203号）の規定に基づき、厚生労働大臣の指定した学

校教育法第132条に規定する専修学校の看護師養成所において、総授業時数が1,700時間以上の

課程を修了した者

（３）高等学校の専攻科の課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定める基

準を満たすものに限る。）において、看護師になるために必要な課程を修了した者（学校教

育法第90条第１項に規定する大学入学資格を有する者に限る。）

２　前項の規定により入学を許可された者の既に修得した授業科目及び単位数は、入学後の本学に

おける授業科目の履修により修得したものとみなし、与えることのできる単位数は93単位を超え

ないものとする。

３　保健師助産師看護師学校養成所指定規則の改正により、平成21年４月以降の教育課程で卒業又
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は修了した者に与えることのできる単位数は、97単位を超えないものとする。

４　編入学に関して必要な事項は、別に定める。

５　単位の認定に関して必要な事項は、別に定める。

（退学）
第18条　退学しようとする者は、保証人連署の上、その事由を具して、学長に願い出て許可を受けな

ければならない。

（休学）
第19条　疾病その他やむを得ない事情により、３ケ月以上修学することのできない者は、保証人連署

の上、その事由を具して、学長の許可を得て休学することができる。

２　疾病のため修学することが適当でないと認められる者については、学長は休学を命ずることが

できる。

（休学の期間）
第20条　休学の期間は１年を超えることができない。ただし、特別の理由がある場合は、引き続き更

に１年まで延長することができる。

２　年度を超えて休学するときは、改めて学長に願い出てその許可を得なければならない。

３　休学の期間は、通算して４年を超えることができない。

４　休学の期間は、第７条の在学年限に算入しない。

（復学）
第21条　休学期間中にその理由が消滅した場合は、学長の許可を得て復学することができる。

２　復学を許可された者は、休学時の学年に復学することとする。

（除籍）
第22条　次の各号の一に該当する者は、教授会の議を経て学長が除籍する。

（１）第７条に定める在学年限を超えた者

（２）第20条第３項に定める休学の期間を超えてなお修学できない者

（３）学費の納入を怠り、督促してもなお納入しない者

（４）死亡した者、又は長期間にわたり行方不明の者

（転学部及び転科）
第23条　転学部及び転科は原則として許可しない。ただし、特別な事情があり、各学科に欠員のある

場合に限り、選考の上、相当年次に転学部及び転科を許可することがある。

２　前項の規定により、転学部及び転科を許可された者の既に修得した授業科目及び単位数の取扱

い並びに在学すべき年数については、教授会の議を経て学長が決定する。

（転学）
第24条　学生が本学から他の大学に転学を希望するときは、学長の許可を受けなければならない。

第５章　教育課程
（教育課程）
第25条　本学の教育課程は、学科の教育上の目的を達成するために必要な授業科目を開設し、体系的

に編成するものとする。
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（授業科目）
第26条　各学科の授業科目の区分、名称、配当年次、単位数及び授業形態は、別表１のとおりとす

る。

２　前項に定めるもの以外に、各学科が定める特別の授業科目を設け、区分、名称、配当年次、単

位数及び授業形態は、別表２のとおりとする。

３　授業科目は、必修科目、選択科目及び自由科目の３種に分け、これを各年次に配当して編成す

るものとする。

４　授業科目については、授業の目的、方法及び内容並びに１年間の授業計画を、あらかじめ講義

要綱において明示するものとする。

（授業の方法）
第27条　本学における授業の方法は、講義、演習、実験、実習又は実技のいずれか、又はこれらの併

用により行うものとする。

２　文部科学大臣が別に定めるところにより、前項の授業を、多様なメディアを高度に利用して、

当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。

（単位の計算方法）
第28条　各授業科目の単位数は、１単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成す

ることを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考

慮して、次の各号の基準により計算するものとする。

（１）講義については、15時間の授業をもって１単位とする。ただし、別に定める授業科目につい

ては30時間の授業をもって１単位とする。

（２）演習については、30時間の授業をもって１単位とする。ただし、別に定める授業科目につい

ては15時間の授業をもって１単位とする。

（３）実験、実習及び実技については、45時間の授業をもって１単位とする。ただし、別に定める

授業科目については30時間又は40時間の授業をもって１単位とする。

また、芸術等の分野における個人指導による実技の授業については、本学が教育上有益と

認める時間の授業をもって１単位とする。

２　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち２以上の方法の併用により行

う場合については、前項各号の組み合わせに応じ、別に定める時間をもって１単位とする。

３　前二項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究、卒業制作等の授業科目については、これら

の学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には、これらに必要な学修

等を考慮して、単位数を定めることができる。

（１年間の授業期間）
第29条　本学の１年間の授業期間は、定期試験等の期間を含め年間35週にわたることを原則とする。

（履修科目の登録）
第30条　学生は毎学年度の初めに、当該年度において履修すべき授業科目を登録しなければならな

い。

２　履修に関して必要な事項は、別に定める。

（履修科目の登録の上限）
第31条　学生が１年間に履修科目として登録することができる単位数の上限に関して必要な事項は、
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別に定める。

２　前項の単位数の上限は、学則第26条第１項別表１の必修科目と選択科目の合計単位数とする。

３　所定の単位を優れた成績をもって修得した学生については、第１項に定める上限を超えて履修

科目の登録を認めることがある。

（単位の授与）
第32条　授業科目を履修し、その試験に合格した者には、所定の単位を与える。

（試験）
第33条　試験は筆記試験、レポート試験、実技等によるものとし、原則として毎年２回各学期の終り

に行うものとする。ただし、臨時に行うことがある。

２　試験に関して必要な事項は、別に定める。

（学修の評価）
第34条　試験等の評価はS（秀）、A（優）、B（良）、C（可）、D（不可）をもって表わし、C

（可）以上を合格とする。

２　学修の評価に関して必要な事項は、別に定める。

（GPA制度）
第34条の２　前条に基づきGPA制度を設ける。

２　GPA制度に関して必要な事項は、別に定める。

第６章　卒　業　等
（卒業の要件）
第35条　本学を卒業するためには、学生は別表第１に定めるところにより、次の各号に定める授業科

目及び単位数を修得しなければならない。

（１）保健科学部医療検査学科については、４年以上在学し、医療検査学科授業科目の必修科目103

単位、選択科目21単位以上、合計124単位以上修得しなければならない。

（２）保健科学部診療放射線学科については、４年以上在学し、診療放射線学科授業科目の必修科

目112単位、選択科目12単位以上、合計124単位以上修得しなければならない。

（３）保健科学部看護学科については、４年以上在学し、看護学科授業科目の必修科目101単位、選

択科目23単位以上、合計124単位以上修得しなければならない。

（４）教育学部こども教育学科については、４年以上在学し、こども教育学科授業科目の必修科目

29単位、選択科目95単位以上、合計124単位以上修得しなければならない。

２　転学、再入学、編入学、転学部及び転科の学生は、定められた年数以上在学し、前項の単位数

を修得しなければならない。

（卒業）
第36条　本学則に定める授業科目及び単位数を修得した者については、教授会の議を経て、学長が卒

業を認定する。

（学位の授与）
第37条　前条の規定により卒業した者には、本学学位規程の定めるところにより、学士の学位を授与

する。

２　学位に関して必要な事項は、別に定める。
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（資格の取得）
第38条　本学の各学科において取得することができる資格及び免許状の種類は、次のとおりとする。

学　　部 学　　科 資格・免許

保健科学部

医 療 検 査 学 科 臨床検査技師国家試験受験資格
診 療 放 射 線 学 科 診療放射線技師国家試験受験資格

看 護 学 科
保健師国家試験受験資格
看護師国家試験受験資格
養護教諭一種免許状

教育学部 こ ど も 教 育 学 科
小学校教諭一種免許状
幼稚園教諭一種免許状
保育士資格

２　臨床検査技師等に関する法律に定める臨床検査技師国家試験の受験資格を取得するには、第35

条第１項第１号に定める単位を修得しなければならない。

３　診療放射線技師法に定める診療放射線技師国家試験の受験資格を取得するには、第35条第１項

第２号に定める単位を修得しなければならない。

４　保健師助産師看護師法に定める看護師国家試験の受験資格を取得するには、第35条第１項第３

号に定める単位を修得しなければならない。

５　保健師助産師看護師法に定める保健師国家試験の受験資格を取得するには、第35条第１項第３

号に定める単位を修得するほか、保健師助産師看護師学校養成所指定規則に定める保健師学校養

成所の指定基準の定める単位を修得しなければならない。

６　養護教諭一種免許状を取得するには、第35条第１項第３号に定める単位を修得するほか、教育

職員免許法施行規則に定める単位を修得しなければならない。

７　小学校教諭一種免許状及び幼稚園教諭一種免許状を取得するには、第35条第１項第４号に定め

る単位を修得するほか、教育職員免許法施行規則に定める単位を修得しなければならない。

８　保育士資格を取得するには、第35条第１項第４号に定める単位を修得するほか、児童福祉法施

行規則に定める単位を修得しなければならない。

９　第１項に定めるもの以外の資格取得については、別に定める。

（単位互換）
第39条　本学は、教育上有益と認めるときは、学生が本学と単位互換に関する協定のある他の大学、

短期大学において履修した授業科目について修得した単位を、本学における授業科目の履修により

修得したものとみなすことができる。

２　単位の認定に関して必要な事項は、別に定める。

（他の大学又は短期大学における授業科目の履修等）
第40条　本学は、教育上有益と認めるときは、学生が他の大学又は短期大学において履修した授業科

目について修得した単位を、60単位を超えない範囲で本学における授業科目の履修により修得した

ものとみなすことができる。

２　前項の規定は、学生が本学の認めた外国の大学又は短期大学に留学する場合に準用する。

３　留学に関して必要な事項は、別に定める。

４　単位の認定に関して必要な事項は、別に定める。

（他の大学又は短期大学以外の教育施設等における学修）
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第41条　本学は、教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科におけ

る学修、その他文部科学大臣が別に定める学修のうち、次の各号に該当するものを本学における授

業科目の履修とみなし、単位を与えることができる。

（１）大学の専攻科における学修

（２）高等学校（中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部を含む。）の専攻科の課程に

おける学修

（３）高等専門学校の課程における学修

（４）高等専門学校の専攻科における学修

（５）専修学校の専門課程のうち修業年限が２年以上のものにおける学修

（６）文部科学大臣が別に定める学校以外の教育施設で、学校教育に類する教育を行うものにおけ

る学修

（７）文部科学大臣の認定もしくは委嘱を受けて大学等が行う講習等における学修

（８）TOEFL及びTOEIC、又は要件を備えた知識及び技能に関する審査であって、これらと同等以

上の社会的評価を有するものにおける成果に係る学修

２　前項により与えることができる単位数は、前条第１項及び第２項により本学において修得した

ものとみなした単位数と合わせて、60単位を超えないものとする。

３　単位の認定に関して必要な事項は、別に定める。

（入学前の既修得単位等の認定）
第42条　本学は、教育上有益と認めるときは、学生が入学する前に大学又は短期大学において履修し

た授業科目について修得した単位を、入学後の本学における授業科目の履修により修得したものと

みなすことができる。

２　学生が入学する前に行った前条第１項に規定する学修を、本学における授業科目の履修とみな

し、単位を与えることができる。

３　前二項により修得したものとみなし、又は与えることのできる単位数は、編入学、転学等の場

合を除き、本学において修得した単位以外のものについては、第39条第１項、第40条第１項及び

第２項並びに前条第１項により本学において修得したものとみなす単位数と合わせて、60単位を

超えないものとする。

４　単位の認定に関して必要な事項は、別に定める。

第７章　入学検定料、入学金、学費その他の費用
（入学検定料、入学金及び学費）
第43　条本学の入学検定料、入学金及び学費については、別表３のとおりとする。

２　入学検定料は受験前に、入学金は入学前に納入するものとする。

３　３年次編入学生の入学検定料、入学金及び学費については、別に定める。

（学費の納入期）
第44条　学費は前期、後期の２学期に分けて、指定された期日までに納入しなければならない。ただ

し、入学時の前期の学費は入学前に納入する。

２　特別の事情がある時は、学費の分納又は延納を認めることがある。詳細については、別に定め
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る。

３　教材費等教育に必要な費用を徴収することがある。

（退学の場合の学費）
第45条　学期の途中において退学を願い出る者は、当該学期の学費は全額納入しなければならない。

（停学の場合の学費）
第46条　停学期間中の学費は、納入しなければならない。

（休学の場合の在籍料）
第47条　休学を許可された者は、在籍料として第43条第１項に定める学費のうち、教育充実費半期分

の２分の１の金額を毎学期初めに納入する。ただし、学期の途中において休学する場合は、当該学

期の学費は全額納入しなければならない。

２　休学を許可された者又は命ぜられた者で特別の事情のあるときは、教授会の議を経て在籍料を

減額又は免除することがある。

（卒業が認定されなかった者の学費及び在籍料）
第48条　卒業を認定されなかった者は、次の各号に定める金額を納入する。

（１）卒業不足単位数が５単位未満の場合は、第43条第１項に定める学費のうち、授業料半期分の

４分の１の金額を毎学期初めに納入する。

（２）卒業不足単位数が５単位以上10単位未満の場合は、第43条第１項に定める学費のうち、授業

料半期分の２分の１の金額を毎学期初めに納入する。

（３）卒業不足単位数が10単位以上の場合は、第43条第１項に定める学費のうち、授業料半期分の

全額の金額を毎学期初めに納入する。

２　前項の者が休学を願い出て許可された場合は、在籍料として第43条第１項に定める学費のう

ち、教育充実費半期分の４分の１の金額を毎学期初めに納入する。

３　特別の事情があるときは、教授会の議を経て前二項を減額又は免除することがある。

（納入した学費等）
第49条　既に納入した入学検定料、入学金、学費及び在籍料は、いかなる事由があっても返還しな

い。ただし、入学者選抜試験において学費等の返還を伴う場合は適用しない。

第８章　教職員組織
（教職員組織）
第50条　本学に、学長、教授、准教授、講師、助教、助手、事務職員、技術職員及びその他必要な職

員を置く。

２　本学に、学部長、学科長、事務局長及びその他必要な教職員を置く。

３　本学に、副学長又は学長補佐を置くことができる。

４　学長は、校務をつかさどる。

５　副学長は、学長を助け、命を受けて校務をつかさどる。

第９章　教　授　会
（教授会）
第51条　本学に、教授会を置く。
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（教授会の構成）
第52条　教授会は学長、専任の教授及び准教授で構成する。ただし、必要のある時は講師及び助教に

出席を要請することがある。

２　前項の規定にかかわらず、教授会が必要と認めた時は、その他の教職員を加えることができ

る。

（教授会の任務）
第53条　教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるものとする。

（１）学生の入学、卒業及び課程の修了

（２）学位の授与

（３）前２号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴くことが必

要なものとして学長が定めるもの

２　教授会は、前項に規定するもののほか、学長がつかさどる教育研究に関する事項について審議

し、及び学長の求めに応じ、意見を述べることができる。

（その他）
第54条　本章に定めるもののほか、教授会の運営に関して必要な事項は、別に定める。

第10章　科目等履修生、外国人留学生、研究生及び委託生
（科目等履修生）
第55条　本学の学生以外の者で、本学の授業科目の履修を希望する者があるときは、本学の教育に支

障のない限りにおいて科目等履修生として履修を許可することがある。

２　科目等履修生には、本学則第32条、第33条及び第34条の規定を準用して、単位を与えることが

できる。

３　科目等履修生に関して必要な事項は、別に定める。

（外国人留学生）
第56条　外国人で、大学等において教育を受ける目的をもって入国し、本学に入学を志願する者があ

るときは、選考の上、外国人留学生として入学を許可することがある。

２　外国人留学生に関して必要な事項は、別に定める。

（研究生）
第57条　本学教員の指導を受けて特定の専門分野を研究しようとする者があるときは、選考の上、研

究生として許可することがある。

２　研究生に関して必要な事項は、別に定める。

（委託生）
第58条　他の大学又は公共機関等から、本学の特定の授業科目について修学を委託される者があると

きは、選考の上、委託生として許可することがある。

２　委託生に関して必要な事項は、別に定める。

第11章　賞　　　罰
（表彰）
第59条　学生として表彰に値する行為があった者は、教授会の議を経て学長が表彰する。
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（懲戒）
第60条　本学の規則に違反し、又は学生としての本分に反する行為をした者は、教授会の議を経て、

学長が懲戒する。

２　前項の懲戒の種類は、退学、停学及び訓告とする。

３　前項の退学は、次の各号の一に該当する学生に対して行う。

（１）性行不良で改善の見込みがないと認められる者

（２）学力劣等で成業の見込みがないと認められる者

（３）正当の理由がなくて出席常でない者

（４）本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者

第12章　厚生施設
第61条　削除

（保健室）
第62条　本学に保健室として健康管理室を設ける。

２　健康管理室に関して必要な事項は、別に定める。

（カウンセリング室）
第63条　本学にカウンセリング室を設ける。

２　カウンセリング室に関して必要な事項は、別に定める。

第13章　その他の施設等
（図書館）
第64条　本学に図書館を置く。

２　図書館に関して必要な事項は、別に定める。

（国際交流センター）
第65条　本学に国際交流センターを置く。

２　国際交流センターに関して必要な事項は、別に定める。

（ライフサイエンス研究センター）
第66条　本学にライフサイエンス研究センターを置く。

２　ライフサイエンス研究センターに関して必要な事項は、別に定める。

（口腔保健研究センター）
第67条　本学に口腔保健研究センターを置く。

２　口腔保健研究センターに関して必要な事項は、別に定める。

（健康保健センター）
第68条　本学に健康保健センターを置く。

２　健康保健センターに関して必要な事項は、別に定める。

（KTU研究開発推進センター）
第69条　本学にKTU研究開発推進センターを置く。

２　KTU研究開発推進センターに関して必要な事項は、別に定める。

（子育て総合支援施設）
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第70条　本学に子育て総合支援施設を置く。

２　子育て総合支援施設に関して必要な事項は、別に定める。

（教職支援センター）
第71条　本学に教職支援センターを置く。

２　教職支援センターに関して必要な事項は、別に定める。

（神戸常盤地域交流センター）
第72条　本学に神戸常盤地域交流センターを置く。

２　神戸常盤地域交流センター内に神戸常盤ボランティアセンターを置く。

３　神戸常盤地域交流センターに関して必要な事項は、別に定める。

４　神戸常盤ボランティアセンターに関して必要な事項は、別に定める。

（すこラボ（健康生活研究所））
第73条　本学にすこラボ（健康生活研究所）を置く。

２　すこラボ（健康生活研究所）に関して必要な事項は、別に定める。

（附則）１　この学則は、平成20年４月１日から施行する。

２　平成20年度から23年度において各学科の収容定員は、第５条の規定にかかわらず次のと

おりとする。
平成20年度 平成21年度 平成22年度

医 療 検 査 学 科 80名 160名 240名
看 護 学 科 75名 150名 230名

（附則）１　この学則は、平成21年４月１日から施行する。

ただし、平成21年３月31日現在在籍する学生については、なお、従前の学則を適用す

る。

（附則）１　この学則は、平成22年４月１日から施行する。

ただし、平成22年３月31日現在在籍する学生については、なお、従前の学則を適用す

る。

（附則）１　この学則は、平成24年４月１日から施行する。

ただし、平成24年３月31日現在在籍する学生については、なお、従前の学則を適用す

る。

２　教育学部こども教育学科の第５条の収容定員は、平成24年度から26年度においては次の

とおりとする。
平成24年度 平成25年度 平成26年度

教 育 学 部 
こども教育学科

80名 160名 240名

（附則）１　この学則は、平成25年４月１日から施行する。

ただし、平成25年３月31日現在在籍する学生については、なお、従前の学則を適用す

る。

２　学則第26条に定める別表１「こども教育学科授業科目」は、平成24年度入学生にも適用

する。
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（附則）１　この学則は、平成26年４月１日から施行する。

ただし、平成26年３月31日現在在籍する学生については、なお、従前の学則を適用す

る。

（附則）１　この学則は、平成27年４月１日から施行する。

ただし、平成27年３月31日現在在籍する学生については、なお、従前の学則を適用す

る。

（附則）１　この学則は、平成28年４月１日から施行する。

ただし、平成28年３月31日現在在籍する学生については、なお、従前の学則を適用す

る。

（附則）１　この学則は、平成29年４月１日から施行する。

ただし、平成29年３月31日現在在籍する学生については、なお、従前の学則を適用す

る。

（附則）１　この学則は、平成30年４月１日から施行する。

ただし、平成30年３月31日現在在籍する学生については、なお、従前の学則を適用す

る。

（附則）１　この学則は、平成31年４月１日から施行する。

ただし、平成31年３月31日現在在籍する学生については、なお、従前の学則を適用す

る。

２　本学則の第61条の学生寮は、平成31年３月31日をもって廃止する。

（附則）１　この学則は、令和２年４月１日から施行する。

２　令和２年度から令和４年度において各学科の収容定員は、第５条の規定にかかわらず次

のとおりとする。
令和2年度 令和3年度 令和4年度

保 健 科 学 部
診療放射線学科

75名 150名 225名

（附則）１　この学則は、令和３年４月１日から施行する。

ただし、令和年３月31日現在在籍する学生については、なお、従前の学則を適用する。
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区　分 授　業　科　目 配当年次
単位数 授業形態

備　考
必修 選択 自由 講義 演習 実習等

基 
 
 
 
 
 

盤 
 
 
 
 
 

教 
 
 
 
 
 

育 
 
 
 
 
 

分 
 
 
 
 
 

野

科
目
群

学
び
の
始
め

ま な ぶ る ▶ と き わ び と Ⅰ １年前期 2 〇
ま な ぶ る ▶ と き わ び と Ⅱ １年後期 1 〇
大 学 道 場 m i n i ゼ ミ Ａ １年前期 1 〇
大 学 道 場 m i n i ゼ ミ B １年後期 1 〇
超 と き わ び と １年後期 1 〇

人  

間  

探  

究  

科  

目  

群

情 報 基 礎 １年前期 1 〇
情 報 メ デ ィ ア 演 習 １年後期 1 〇
健 康 ス ポ ー ツ 科 学 Ⅰ １年前期 1 〇
健 康 ス ポ ー ツ 科 学 Ⅱ １年前期 1 〇
健 康 ス ポ ー ツ 科 学 Ⅲ １年後期 1 〇
ア カ デ ミ ッ ク ラ イ テ ィ ン グ １年後期 1 〇
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 論 １～４年前期 1 〇
英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅰ １年前期 1 〇
英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅱ １年後期 1 〇
英語Ａａ（Communicative English Basic） １～４年前期 1 〇
英語Ａｂ（Communicative English Intermediate） １～４年後期 1 〇
英 語 Ｂ （ P r e s e n t a t i o n ） ２～４年前期 1 〇
英語Ｃ（ C u l t u r a l  S t u d i e s ） ２～４年後期 1 〇
英語Ｄ（A c a d e m i c  E n g l i s h ） ３・４年前期 1 〇
手 話 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン １～４年前期 1 〇
い の ち と 共 生 １年後期 1 〇
人 類 と 地 球 環 境 １年前期 1 〇
暮 ら し の 中 の 数 学 １～４年前期 1 〇
統 計 学 １～４年前期 1 〇
暮 ら し の 中 の 物 理 学 １～４年前期 1 〇
現 代 社 会 と 化 学 １～４年前期 1 〇
人 体 の ふ し ぎ １～４年前期 1 〇
現 代 社 会 と 生 命 科 学 １～４年前期 1 〇
安 全 学 １～４年前期 1 〇
人 類 と 農 学 １～４年前期 1 〇
プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 １～４年後期 1 〇
日 本 国 憲 法 １～４年前期 2 〇
哲 学 １～４年前期 1 〇
生 命 と 倫 理 １～４年後期 2 〇
芸 術 文 化 論 １～４年前期 1 〇
文 学 １～４年前期 1 〇
日 本 通 史 １～４年前期 1 〇
世 界 の 時 事 １～４年後期 1 〇
現 代 社 会 学 １～４年前期 1 〇
経 済 学 １～４年前期 1 〇
心 理 臨 床 学 １～４年後期 2 〇
人 間 関 係 論 １～４年前期 1 〇
教 育 と 人 間 １～４年前期 1 〇

科
目
群

創
造
実
践

地 域 と の 協 働 A １～４年通年 1 〇
地 域 と の 協 働 B ２～４年通年 1 〇
災 害 と ま ち づ く り １～４年後期 1 〇
コ ミ ュ ニ テ ィ デ ザ イ ン １～４年後期 1 〇
ラ イ フ デ ザ イ ン １～４年後期 1 〇

専
 
 
 

門

 
 
 

基

 
 
 

礎

 
 
 

分

 
 
 

野

自
然
科
学
系

基 礎 化 学 １年前期 1 〇
基 礎 有 機 化 学 １年前期 1 〇
物 理 化 学 １年後期 1 〇
無 機 物 理 化 学 基 礎 演 習 １年後期 1 〇
基 礎 生 物 １年前期 2 〇
物 理 学 １年前期 2 ○
有 機 化 学 １年前期 1 ○
無 機 化 学 １年後期 1 ○
生 命 科 学 １年後期 2 ○
分 析 化 学 実 習 １年後期 1 ○

基  

礎  

医  

学  

系

臨 床 検 査 入 門 １年前期 1 ○
検 査 入 門 実 習 １年前期 1 ○
医 学 概 論 １年後期 1 ○
解 剖 組 織 学 １年後期 2 ○
組 織 学 実 習 ２年前期 1 〇
生 理 学 Ⅰ １年後期 1 ○
生 理 学 Ⅱ ２年前期 1 ○
生 化 学 Ⅰ １年後期 1 ○
生 化 学 Ⅱ ２年前期 1 ○
生 化 学 実 習 ２年前期 1 ○
病 理 学 ２年前期 1 ○
免 疫 学 ２年前期 1 ○
血 液 学 ２年前期 1 ○
微 生 物 学 １年後期 1 ○
遺 伝 学 ２年前期 1 ○
生 体 物 質 の 化 学 １年後期 1 ○
生 理 学 と 日 常 生 活 ２年前期 1 ○  ＊
分 子 細 胞 生 物 学 ２年前期 1 ○ ＊
薬 理 学 ３年後期 1 ○ ＊
薬 物 と 検 査 ３年後期 1 ○ ＊
栄 養 学 ３年後期 1 〇 ＊      ①
環 境 生 理 学 ２年後期 1 ○ ＊      ＊印の

医
学
系

社　

会

公 衆 衛 生 学 Ⅰ １年前期 1 ○           選択科目
公 衆 衛 生 学 Ⅱ １年後期 1 ○
公 衆 衛 生 学 実 習 ２年前期 1 ○
保 健 医 療 福 祉 総 論 ３年前期 1 ○

情
報
・
工
学
系

情 報 科 学 概 論 １年前期 1 ○
医 療 工 学 １年後期 2 ○
医 療 工 学 実 習 ２年前期 1 ○
検 査 機 器 総 論 １年後期 1 ○
医 療 統 計 学 ２年後期 1 ○
ロ ボ テ ィ ク ス 演 習 ３年後期 1 〇 ＊
医 療 数 理 科 学 １年前期 1 ○

別表１  （第26条関係　医療検査学科授業科目） 
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区　分 授　業　科　目 配当年次
単位数 授業形態

備　考
必修 選択 自由 講義 演習 実習等

専

 
 

 
 

門

 
 

 
 

分

 
 

 
 

野

形
態
検
査
学
系

臨 床 病 理 検 査 学 ２年後期 1 ○
臨 床 病 理 検 査 学 実 習 Ⅰ ２年後期 1 ○
臨 床 病 理 検 査 学 実 習 Ⅱ ３年前期 1 ○
血 液 検 査 学 ２年後期 1 ○
血 液 検 査 学 実 習 Ⅰ ３年前期 1 ○
血 液 検 査 学 実 習 Ⅱ ３年後期 1 ○
医 動 物 学 ・ 同 実 習 １年後期 2 ○ 〇
細 胞 検 査 学 ３年前期 1 〇
細 胞 検 査 学 演 習 ３年後期 1 ○

検
査
学
系

生
物
化
学
分
析

臨 床 化 学 検 査 学 Ⅰ ２年後期 1 ○
臨 床 化 学 検 査 学 Ⅱ ３年前期 2 ○
臨 床 化 学 検 査 学 実 習 ３年後期 2 ○
遺 伝 子 ・ 染 色 体 検 査 学 ２年後期 2 ○
遺 伝 子 ・ 染 色 体 検 査 学 実 習 ３年前期 1 ○
基 礎 検 査 学 ２年前期 2 ○
基 礎 検 査 学 実 習 ２年後期 1 ○

防
御
検
査
学
系

病
因
・
生
体

免 疫 検 査 学 ２年後期 1 ○
免 疫 検 査 学 実 習 ３年前期 1 ○
輸 血 ・ 移 植 検 査 学 ３年前期 1 ○
輸 血 ・ 移 植 検 査 学 実 習 ３年後期 1 ○
病 原 微 生 物 検 査 学 Ⅰ ２年後期 1 ○
病 原 微 生 物 検 査 学 Ⅱ ３年前期 2 ○
病 原 微 生 物 検 査 学 実 習 Ⅰ ２年前期 1 ○
病 原 微 生 物 検 査 学 実 習 Ⅱ ２年後期 2 ○

生
理
機
能
検
査
学
系

生 理 機 能 検 査 学 Ⅰ Ａ ２年前期 1 ○
生 理 機 能 検 査 学 Ⅰ Ｂ ２年前期 1 ○     ①
生 理 機 能 検 査 学 Ⅱ Ａ ２年後期 1 ○    ＊印の
生 理 機 能 検 査 学 Ⅱ Ｂ ２年後期 1 ○    選択科目
呼 吸 ・ 循 環 機 能 検 査 学 ３年前期 1 ○    及び
画 像 検 査 学 ３年前期 1 ○    ②
生 理 機 能 検 査 学 実 習 Ⅰ ２年後期 1 ○    ※印の
生 理 機 能 検 査 学 実 習 Ⅱ ３年前期 1 ○    選択科目
生 理 機 能 検 査 学 演 習 ３年後期 1 ○    から

臨
床
病
態
学
・
検
査
管
理
学
系

臨 床 病 態 学 Ⅰ （ 病 因 ・ 病 態 ） ３年前期 1 ○    １１単位
臨 床 病 態 学 Ⅱ （ 病 態 解 析 ） ３年後期 1 ○    以上選択
臨 床 病 態 学 Ⅲ （ 発 展 ） ４年前期 1 ○    必修
臨 床 検 査 学 演 習 ３年後期 1 〇
総 合 医 学 検 査 演 習 ４年後期 1 ○
検 査 管 理 総 論 ３年前期 2 ○
感 染 制 御 学 ３年後期 1 ○
医 療 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ４年前期 1 ○
医 療 安 全 ３年前期 1 ○
検 体 採 取 安 全 管 理 演 習 ３年後期 1 ○
臨 地 実 習 ３年後期 7 ○

総

合
・

発

展

医

療

検

査

系

医 療 英 語 ２年前期 1 ○
卒 業 研 究 ４年通年 4 ○
国 際 保 健 医 療 活 動 Ⅰ ４年前期 1 ○
国 際 保 健 医 療 活 動 Ⅱ ３・４年前期 1 ○ ※
臨 床 病 態 学 特 論 ３年後期 1 ○ ※
分 子 感 染 制 御 学 演 習 ３年後期 1 ○ ※
臨 床 検 査 学 発 展 演 習 ３年後期 1 ○ ※
対 人 援 助 技 術 演 習 ３年後期 1 ○ ※
予 防 医 学 概 論 ３年後期 1 ○ ※
遺 伝 子 工 学 ３年前期 1 ○ ※
文 献 講 読 ３年後期 1 ○ ※       ②
チ ー ム 医 療 論 ３年前期 1 ○ ※       ※印の
先 進 医 学 検 査 学 ３年後期 1 ○ ※       選択科目
細 胞 検 査 学 特 論 Ⅰ ４年前期 2 ○ ※
細 胞 検 査 学 特 論 Ⅱ ４年前期 2 ○ ※
バ イ オ イ ン フ ォ マ テ ィ ク ス ３年後期 1 〇 ※
細 胞 培 養 演 習 ２年後期 1 ○ ※
遺 伝 子 工 学 演 習 ３年後期 1 ○ ※
労 働 衛 生 学 Ⅰ ２年後期 2 〇 ※
労 働 衛 生 学 Ⅱ ４年前期 2 〇 ※
Ｂ Ｌ Ｓ キ ャ リ ア パ ス Ⅰ ２年後期 1 ○
Ｂ Ｌ Ｓ キ ャ リ ア パ ス Ⅱ ３年前期 1 ○
医 学 検 査 サ プ リ メ ン ト 演 習 Ⅰ ３年後期 1 ○
医 学 検 査 サ プ リ メ ン ト 演 習 Ⅱ ４年前期 1 ○
総 合 医 学 検 査 特 論 ４年後期 2 ○
労 働 基 準 法 ２年前期 1 〇
労 働 安 全 衛 生 法 規 ４年前期 3 〇

合                    計 103 82 10

第10章　神戸常盤大学学則および関係諸規程
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区　分 授　業　科　目 配当年次
単位数 授業形態

備　考
必修 選択 自由 講義 演習 実習等

基 
 
 
 
 
 

盤 
 
 
 
 
 

教 
 
 
 
 
 

育 
 
 
 
 
 

分 
 
 
 
 
 

野

科
目
群

学
び
の
始
め

ま な ぶ る ▶ と き わ び と Ⅰ １年前期 2 ○
ま な ぶ る ▶ と き わ び と Ⅱ １年後期 1 ○
大 学 道 場 m i n i ゼ ミ A １年前期 1 ○
大 学 道 場 m i n i ゼ ミ B １年後期 1 ○
超 と き わ び と １年後期 1 ○

人  

間  

探  

究  

科  

目  

群

情 報 基 礎 １年前期 1 〇
情 報 メ デ ィ ア 演 習 １年後期 1 〇
健 康 ス ポ ー ツ 科 学 Ⅰ １年前期 1 〇
健 康 ス ポ ー ツ 科 学 Ⅱ １年前期 1 〇
健 康 ス ポ ー ツ 科 学 Ⅲ １年後期 1 〇
ア カ デ ミ ッ ク ラ イ テ ィ ン グ １年後期 1 〇
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 論 １～４年前期 1 ○
英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅰ １年前期 1 〇
英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅱ １年後期 1 〇
英語Ａａ（Communicative English Basic） １～４年前期 1 〇
英語Ａｂ（Communicative English Intermediate） １～４年後期 1 〇
英 語 Ｂ （ P r e s e n t a t i o n ） ２～４年前期 1 〇
英語Ｃ（ C u l t u r a l  S t u d i e s ） ２～４年後期 1 〇
英語Ｄ（A c a d e m i c  E n g l i s h ） ３・４年前期 1 〇
手 話 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン １～４年前期 1 〇
い の ち と 共 生 １年後期 1 〇
人 類 と 地 球 環 境 １年前期 1 〇
暮 ら し の 中 の 数 学 １～４年前期 1 〇
統 計 学 １～４年前期 1 〇
暮 ら し の 中 の 物 理 学 １～４年前期 1 〇
現 代 社 会 と 化 学 １～４年前期 1 〇
人 体 の ふ し ぎ １～４年前期 1 〇
現 代 社 会 と 生 命 科 学 １～４年前期 1 〇
安 全 学 １～４年前期 1 〇
人 類 と 農 学 １～４年前期 1 〇
プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 １～４年後期 1 〇
日 本 国 憲 法 １～４年前期 2 〇
哲 学 １～４年前期 1 〇
生 命 と 倫 理 １～４年後期 2 〇
芸 術 文 化 論 １～４年前期 1 〇
文 学 １～４年前期 1 〇
日 本 通 史 １～４年前期 1 〇
世 界 の 時 事 １～４年後期 1 〇
現 代 社 会 学 １～４年前期 1 〇
経 済 学 １～４年前期 1 〇
心 理 臨 床 学 １～４年後期 2 〇
人 間 関 係 論 １～４年前期 1 〇
教 育 と 人 間 １～４年前期 1 〇

科
目
群

創
造
実
践

地 域 と の 協 働 A １～４年通年 1 〇
地 域 と の 協 働 B ２～４年通年 1 〇
災 害 と ま ち づ く り １～４年後期 1 〇
コ ミ ュ ニ テ ィ デ ザ イ ン １～４年後期 1 〇
ラ イ フ デ ザ イ ン １～４年後期 1 〇

専 
 
 

門 
 
 

基 
 
 

礎 
 
 

分 
 
 

野

疾
病
の
成
り
立
ち

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び

医 学 概 論 １年前期 1 ○
解 剖 学 Ⅰ １年前期 2 ○
解 剖 学 Ⅱ １年後期 2 ○
基 礎 生 物 学 １年前期 1 ○
基 礎 化 学 １年前期 1 ○
生 理 学 １年後期 2 ○
病 理 学 ２年前期 1 ○
腫 瘍 学 ２年前期 1 ○
生 化 学 １年後期 1 ○
薬 理 学 ２年前期 1 ○
公 衆 衛 生 学 １年後期 1 ○
臨 床 技 術 入 門 １年後期 1 ○

並
び
に
放
射
線
の
科
学
及
び
技
術

保
健
医
療
福
祉
に
お
け
る
理
工
学
的
基
礎

放 射 線 科 学 概 論 １年前期 1 ○
診 療 放 射 線 技 術 学 概 論 １年前期 1 ○
放 射 線 生 物 学 Ⅰ ２年前期 1 ○
放 射 線 生 物 学 Ⅱ ２年後期 1 ○
放 射 線 物 理 学 Ⅰ １年後期 1 ○
放 射 線 物 理 学 Ⅱ ２年前期 1 ○
放 射 化 学 Ⅰ １年後期 1 ○
放 射 化 学 Ⅱ ２年前期 1 ○
医 用 工 学 Ⅰ （ 電 気 工 学 ） １年前期 1 ○
医 用 工 学 Ⅱ （ 電 子 工 学 ） １年後期 1 ○
医 用 工 学 実 習 ２年後期 1 ○
基 礎 数 学 １年前期 1 ○
応 用 数 学 １年後期 2 ○
医 用 機 器 概 論 ３年前期 1 ○
放 射 線 計 測 学 ２年前期 2 ○
放 射 線 計 測 学 実 習 ２年後期 1 ○
救 急 医 学 概 論 ３年後期 1 ○
対 人 援 助 論 １年後期 1 ○
医 療 英 語 ２年後期 1 ○

診
療
画
像
技
術
学

X 線 撮 影 技 術 学 Ⅰ （ 一 般 撮 影 ） ２年前期 2 ○
X線撮影技術学Ⅱ（透視・造影検査） ２年後期 2 ○
X 線 撮 影 技 術 学 Ⅲ （ C T ） ２年後期 2 ○
診 療 画 像 検 査 学 Ⅰ （ M R ） ２年後期 2 ○
診療画像検査学Ⅱ（超音波・眼底） ２年後期 2 ○
診 療 画 像 技 術 学 実 習 ３年前期 1 ○
画 像 診 断 機 器 学 Ⅰ ２年前期 2 ○
画 像 診 断 機 器 学 Ⅱ ２年前期 2 ○
画 像 診 断 機 器 学 実 習 Ⅰ ２年後期 1 ○
画 像 診 断 機 器 学 実 習 Ⅱ ３年前期 1 ○

別表１  （第26条関係　 診療放射線学科授業科目） 
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区　分 授　業　科　目 配当年次
単位数 授業形態

備　考
必修 選択 自由 講義 演習 実習等

専    

門    

分    

野

画
像
診
断
学

画 像 解 剖 学 ３年前期 1 ○
画 像 解 剖 学 演 習 ３年前期 1 ○
画像診断学Ⅰ（頭部、頸部、脊髄） ３年前期 1 ○
画像診断学Ⅱ（胸部、心大血管、消化器他）" ３年前期 1 ○

技
術
学

核
医
学
検
査

核 医 学 検 査 技 術 学 Ⅰ ２年前期 2 ○
核 医 学 検 査 技 術 学 Ⅱ ２年後期 2 ○
核 医 学 検 査 機 器 学 ３年前期 1 ○
核 医 学 機 能 解 析 学 ３年前期 1 ○

技
術
学

放
射
線
治
療

放 射 線 治 療 技 術 学 Ⅰ ３年前期 2 ○
放 射 線 治 療 技 術 学 Ⅱ ３年前期 2 ○
放 射 線 治 療 計 測 学 ３年前期 1 ○
放 射 線 治 療 機 器 学 ２年後期 1 ○
放 射 線 治 療 物 理 学 ２年後期 1 ○

情
報
学

医
用
画
像

放 射 線 写 真 学 ２年前期 1 ○
医 用 画 像 工 学 ２年後期 2 ○
医 用 画 像 工 学 実 習 ３年前期 2 ○
医 療 情 報 学 ２年前期 1 ○

安
全
管
理
学

放
射
線

放 射 線 安 全 管 理 学 ３年前期 2 ○
放 射 線 安 全 管 理 学 実 習 ３年後期 1 ○
関 係 法 規 ３年前期 1 ○

医療安全
管理学

医 療 安 全 管 理 学 ３年前期 1 ○
医 療 安 全 管 理 学 実 習 ３年後期 1 ○

臨床実習 臨 床 実 習 ３年後期 12 ○

総
合
・
発
展
技
術
学

医 療 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン １年後期 1 ○
臨 床 基 礎 実 習 ３年後期 1 ○
I P W （ 多 職 種 連 携 ） 論 ３年後期 1 ○
死亡時画像診断学(オートプシー･イメージング) ４年前期 1 ○
放 射 線 カ ウ ン セ リ ン グ 学 ４年前期 1 ○
災 害 医 療 学 ４年前期 1 ○
メ デ ィ カ ル デ ー タ サ イ エ ン ス ４年前期 1 ○
先 進 医 学 ・ 技 術 学 ４年前期 1 ○
医 療 経 済 ・ 経 営 学 ４年前期 1 ○
医 療 文 献 読 解 ４年前期 1 ○
アカデミックプレゼンテーション ４年前期 1 ○
診 療 放 射 線 技 術 学 総 合 演 習 Ⅰ ４年前期 1 ○
診 療 放 射 線 技 術 学 総 合 演 習 Ⅱ ４年後期 2 ○
国 際 保 健 医 療 活 動 Ⅰ ４年前期 1 ○
国 際 保 健 医 療 活 動 Ⅱ ４年前期 1 ○
卒 業 研 究 ４年通年 4 ○

合                    計 112 50 4
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区　分 授　業　科　目 配当年次
単位数 授業形態

備　考
必修 選択 自由 講義 演習 実習等

基

 
 
 
 
 
 

盤

 
 
 
 
 
 

教

 
 
 
 
 
 

育

 
 
 
 
 
 

分

 
 
 
 
 
 

野

科
目
群

学
び
の
始
め

ま な ぶ る ▶ と き わ び と Ⅰ １年前期 2 〇
ま な ぶ る ▶ と き わ び と Ⅱ １年後期 1 〇
大 学 道 場 m i n i ゼ ミ Ａ １年前期 1 〇
大 学 道 場 m i n i ゼ ミ B １年後期 1 〇
超 と き わ び と １年後期 1 〇

人

 
 

間

 
 

探

 
 

究

 
 

科

 
 

目

 
 

群

情 報 基 礎 １年前期 1 〇
情 報 メ デ ィ ア 演 習 １年後期 1 〇
健 康 ス ポ ー ツ 科 学 Ⅰ １年前期 1 〇
健 康 ス ポ ー ツ 科 学 Ⅱ １年前期 1 〇
健 康 ス ポ ー ツ 科 学 Ⅲ １年後期 1 〇
ア カ デ ミ ッ ク ラ イ テ ィ ン グ １年後期 1 〇
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 論 １～４年前期 1 〇
英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅰ １年前期 1 〇
英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅱ １年後期 1 〇
英語Ａａ（Communicative English Basic） １～４年前期 1 〇
英語Ａｂ（Communicative English Intermediate） １～４年後期 1 〇
英 語 Ｂ （ P r e s e n t a t i o n ） ２～４年前期 1 〇
英語Ｃ（ C u l t u r a l  S t u d i e s ） ２～４年後期 1 〇
英語Ｄ（A c a d e m i c  E n g l i s h ） ３・４年前期 1 〇
手 話 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン １～４年前期 1 〇
い の ち と 共 生 １年後期 1 〇
人 類 と 地 球 環 境 １年前期 1 〇
暮 ら し の 中 の 数 学 １～４年前期 1 〇
統 計 学 １～４年前期 1 〇
暮 ら し の 中 の 物 理 学 １～４年前期 1 〇
現 代 社 会 と 化 学 １～４年前期 1 〇
人 体 の ふ し ぎ １～４年前期 1 〇
現 代 社 会 と 生 命 科 学 １～４年前期 1 〇
安 全 学 １～４年前期 1 〇
人 類 と 農 学 １～４年前期 1 〇
プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 １～４年後期 1 〇
日 本 国 憲 法 １～４年前期 2 〇
哲 学 １～４年前期 1 〇
生 命 と 倫 理 １～４年後期 2 〇
芸 術 文 化 論 １～４年前期 1 〇
文 学 １～４年前期 1 〇
日 本 通 史 １～４年前期 1 〇
世 界 の 時 事 １～４年後期 1 〇
現 代 社 会 学 １～４年前期 1 〇
経 済 学 １～４年前期 1 〇
心 理 臨 床 学 １～４年後期 2 〇
人 間 関 係 論 １～４年前期 1 〇
教 育 と 人 間 １～４年前期 1 〇

科
目
群

創
造
実
践

地 域 と の 協 働 A １～４年通年 1 〇
地 域 と の 協 働 B ２～４年通年 1 〇
災 害 と ま ち づ く り １～４年後期 1 〇
コ ミ ュ ニ テ ィ デ ザ イ ン １～４年後期 1 〇
ラ イ フ デ ザ イ ン １～４年後期 1 〇

専  

門  

基  

礎  

分  

野

人
間
・
保
健
科
学
系

看 護 解 剖 生 理 学 Ⅰ １年前期 1 〇
看 護 解 剖 生 理 学 Ⅱ １年前期 1 〇
看 護 解 剖 生 理 学 Ⅲ １年後期 1 〇
栄 養 代 謝 学 １年後期 2 〇
健 康 科 学 総 論 １年前期 1 〇
薬 理 学 ２年前期 1 〇
看 護 病 理 ・ 病 態 学 １年後期 1 〇
症 候 論 Ⅰ ２年前期 1 〇
症 候 論 Ⅱ ２年後期 1 〇
臨 床 検 査 総 論 ２年前期 1 〇 ＊
医 療 機 器 総 論 ２年後期 1 〇 ＊　　①
公 衆 衛 生 学 １年後期 2 〇 　　　＊印の選択
感 染 看 護 学 １年後期 1 〇 　　　科目から

社
会
科
学
系

保 健 医 療 福 祉 総 論 ３年前期 2 〇 　　　２単位以上
法 と 看 護 ３年前期 1 〇 　　　選択必修
医 療 安 全 ３年前期 1 〇
チ ー ム 医 療 論 ３年前期 1 〇
国 際 保 健 医 療 活 動 Ⅰ ４年前期 1 〇
国 際 保 健 医 療 活 動 Ⅱ ３・４年前期 1 〇 ＊
保 健 統 計 学 ２年前期 2 〇 ＊
保 健 医 療 福 祉 行 政 論 ４年後期 1 〇 ＊

別表１  （第26条関係  看護学科授業科目） 
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区　分 授　業　科　目 配当年次
単位数 授業形態

備　考
必修 選択 自由 講義 演習 実習等

専 
 
 
 
 
 

門 
 
 
 
 
 

分 
 
 
 
 
 

野

看
護
学
の
基
本

看 護 学 概 論 １年前期 2 〇
生 活 健 康 論 １年前期 2 〇
看 護 対 象 論 Ⅰ １年後期 1 〇
成 人 看 護 学 概 論 １年後期 1 〇
老 年 看 護 学 概 論 １年後期 1 〇
母 性 看 護 学 概 論 ２年前期 1 〇
小 児 看 護 学 概 論 １年後期 1 〇
在 宅 看 護 学 概 論 ２年前期 1 〇
地 域 看 護 学 概 論 ２年前期 1 〇
精 神 看 護 学 概 論 １年後期 1 〇
基本看護技術Ⅰ（共通技術・生活援助技術） １年後期 2 〇
基本看護技術Ⅱ（診療の補助技術） ２年前期 2 〇
基本看護技術Ⅲ（フィジカルアセスメント） ２年前期 1 〇
基 本 看 護 技 術 Ⅳ（ 看 護 過 程 ） ２年前期 1 〇

看  

護  

学  

の  

展  

開

慢 性 病 看 護 論 ２年後期 2 〇
ク リ テ ィ カ ル ケ ア Ⅰ ２年後期 2 〇
緩 和 ケ ア ３年前期 1 〇
看 護 対 象 論 Ⅱ （ 成 人 ） ２年前期 1 〇
看 護 対 象 論 Ⅲ（ 老 年 ） ２年前期 1 〇
看 護 対 象 論 Ⅳ（ 母 性・ 父 性 ） ２年後期 1 〇
看 護 対 象 論 Ⅴ（ 小 児 ） ２年前期 1 〇
在 宅 看 護 特 性 論 ２年後期 1 〇
精 神 看 護 特 性 論 ２年後期 1 〇
老 年 援 助 論 ２年後期 2 〇
在 宅 援 助 論 ３年前期 2 〇
精 神 援 助 論 ３年前期 2 〇
母 性 援 助 論 ３年前期 2 〇
小 児 援 助 論 ３年前期 2 〇
ク リ テ ィ カ ル ケ ア Ⅱ ３年前期 1 〇

　　　②
　　　５単位以上
　　　選択必修

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 看 護 論 ３年前期 1 〇
家 族 看 護 学 ３年前期 2 〇
学 校 保 健 ２年後期 2 〇
養 護 概 説 ３年前期 2 〇
健 康 相 談 の 理 論 と 方 法 ２年後期 2 〇

看
護
学
の
臨
床

看 護 活 動 基 礎 実 習 １年前期 1 〇
生 活 健 康 論 実 習 １年後期 2 〇
基 礎 看 護 学 実 習 （ 看 護 過 程 ） ２年前期 2 〇
療 養 支 援 実 習 Ⅰ（ 老 年 ） ３年前期 1 〇
療養支援実習Ⅱ（疾病・障害を持つ人の看護） ３年後期 3 〇
療 養 支 援 実 習 Ⅲ（ ク リ テ ィ カ ル ） ３年後期 3 〇
母 子 支 援 実 習 Ⅰ（ 小 児 ） ３年後期 2 〇
母 子 支 援 実 習 Ⅱ ( 母 性 ） ３年後期 2 〇
健 康 支 援 実 習 Ⅰ（ 在 宅 ） ３年後期 1 〇
健 康 支 援 実 習 Ⅱ（ 精 神 ） ３年後期 2 〇
課 題 別 総 合 実 習 ４年前期 4 〇

発
展
と
探
求

看
護
学
の

看 護 研 究 方 法 論 ３年前期 2 〇
災 害 看 護 学 ４年前期 1 〇
看 護 学 研 究 ４年通年 2 〇
看 護 管 理 論 ３年後期 1 〇
看 護 教 育 論 ４年前期 1 〇 　　　③

　　　１単位以上
　　　選択必修

異 文 化 看 護 論 ４年前期 1 〇
医療・看護特論Ⅰ（社会と看護） ４年前期 1 〇
医療・看護特論Ⅱ（医療専門職の動向） ４年後期 1 〇

保
健
師
課
程
に
関
す
る
科
目

保
健
師
分
野

公 衆 衛 生 看 護 学 概 論 ２年後期 2 〇
公 衆 衛 生 看 護 展 開 論 Ⅰ ３年前期 1 〇
公 衆 衛 生 看 護 展 開 論 演 習 Ⅰ ３年前期 1 〇
公 衆 衛 生 看 護 展 開 論 Ⅱ ３年前期 1 〇
公 衆 衛 生 看 護 展 開 論 演 習 Ⅱ ３年前期 1 〇
健 康 教 育 の 理 論 と 方 法 ２年後期 1 〇
公 衆 衛 生 看 護 管 理 論 ４年前期 1 〇
疫 学 的 調 査 法 ３年後期 2 〇
公 衆 衛 生 看 護 学 実 習 Ⅰ ３年後期 2 〇
公 衆 衛 生 看 護 学 実 習 Ⅱ ４年前期 3 〇

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等

教 職 概 論 ２年前期 2 〇
教 育 原 論 １年前期 2 〇
教 育 心 理 学 １年後期 2 〇
教 育 社 会 学 １年前期 2 〇
特 別 支 援 教 育 ２年後期 1 ○
教 育 課 程 総 論 ２年後期 2 〇
道 徳 教 育 と 特 別 活 動 論 ２年後期 2 〇
総 合 的 な 学 習 の 時 間 の 指 導 法 ２年後期 1 ○
教 育 方 法 ・ 技 術 論 ２年後期 2 〇
生 徒 指 導 論 ２年前期 2 〇
教 育 相 談 ２年後期 2 〇
養 護 実 習 指 導 ４年通年 1 〇
養 護 実 習 Ⅰ ２年後期 1 〇
養 護 実 習 Ⅱ ４年通年 3 〇
教 職 実 践 演 習 （ 養 護 ） ４年後期 2 〇

合              計 101 73 27

第10章　神戸常盤大学学則および関係諸規程

157



区　分 授　業　科　目 配当年次
単位数 授業形態

備　考
必修 選択 自由 講義 演習 実習等

基 
 
 
 
 
 

盤 
 
 
 
 
 

教 
 
 
 
 
 

育 
 
 
 
 
 

分 
 
 
 
 
 

野

科
目
群

学
び
の
始
め

ま な ぶ る ▶ と き わ び と Ⅰ １年前期 2 〇
ま な ぶ る ▶ と き わ び と Ⅱ １年後期 1 〇
大 学 道 場 m i n i ゼ ミ Ａ １年前期 1 〇
大 学 道 場 m i n i ゼ ミ B １年後期 1 〇
超 と き わ び と １年後期 1 〇

人

 
 

間

 
 

探

 
 

究

 
 

科

 
 

目

 
 

群

情 報 基 礎 １年前期 1 〇
情 報 メ デ ィ ア 演 習 １年後期 1 〇
健 康 ス ポ ー ツ 科 学 Ⅰ １年前期 1 〇
健 康 ス ポ ー ツ 科 学 Ⅱ １年前期 1 〇
健 康 ス ポ ー ツ 科 学 Ⅲ １年後期 1 〇
ア カ デ ミ ッ ク ラ イ テ ィ ン グ １年後期 1 〇
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 論 １～４年前期 1 〇
英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅰ １年前期 1 〇
英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅱ １年後期 1 〇
英語Ａａ（Communicative English Basic） １～４年前期 1 〇
英語Ａｂ（Communicative English Intermediate） １～４年後期 1 〇
英 語 Ｂ （ P r e s e n t a t i o n ） ２～４年前期 1 〇
英語Ｃ（ C u l t u r a l  S t u d i e s ） ２～４年後期 1 〇
英語Ｄ（A c a d e m i c  E n g l i s h ） ３・４年前期 1 〇
手 話 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン １～４年前期 1 〇
い の ち と 共 生 １年後期 1 〇

　　　①
　　　２単位以上
　　　選択必修

人 類 と 地 球 環 境 １年前期 1 〇
暮 ら し の 中 の 数 学 １～４年前期 1 〇
統 計 学 １～４年前期 1 〇
暮 ら し の 中 の 物 理 学 １～４年前期 1 〇
現 代 社 会 と 化 学 １～４年前期 1 〇
人 体 の ふ し ぎ １～４年前期 1 〇
現 代 社 会 と 生 命 科 学 １～４年前期 1 〇
安 全 学 １～４年前期 1 〇
人 類 と 農 学 １～４年前期 1 〇
プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 １～４年後期 1 〇
日 本 国 憲 法 １～４年前期 2 〇
哲 学 １～４年前期 1 〇

　　　②
　　　２単位以上
　　　選択必修

生 命 と 倫 理 １～４年後期 2 〇
芸 術 文 化 論 １～４年前期 1 〇
文 学 １～４年前期 1 〇
日 本 通 史 １～４年前期 1 〇
世 界 の 時 事 １～４年後期 1 〇
現 代 社 会 学 １～４年前期 1 〇
経 済 学 １～４年前期 1 〇
心 理 臨 床 学 １～４年後期 2 〇
人 間 関 係 論 １～４年前期 1 〇
教 育 と 人 間 １～４年前期 1 〇

科
目
群

創
造
実
践

地 域 と の 協 働 A １～４年通年 1 〇
地 域 と の 協 働 B ２～４年通年 1 〇
災 害 と ま ち づ く り １～４年後期 1 〇
コ ミ ュ ニ テ ィ デ ザ イ ン １～４年後期 1 〇
ラ イ フ デ ザ イ ン １～４年後期 1 〇

専
門
基
礎
分
野

基
礎
理
論

保 育 原 理 １年前期 2 ○
教 育 原 理 １年後期 2 ○
社 会 福 祉 １年前期 2 ○

基
礎
技
能

基 礎 音 楽 Ⅰ １年前期 1 〇
基 礎 音 楽 Ⅱ １年後期 1 〇
基 礎 音 楽 Ⅲ ２年後期 1 〇
基 礎 図 画 工 作 Ⅰ １年前期 1 〇
基 礎 図 画 工 作 Ⅱ １年後期 1 〇
基 礎 体 育 １年前期 1 〇

基礎実習 イ ン タ ー ン シ ッ プ Ａ ２年通年 1 ○

基礎研究 基 礎 研 究 演 習 Ⅰ １年通年 2 ○
基 礎 研 究 演 習 Ⅱ ２年通年 2 ○

専  

門  

分  

野

の
理
論

保
育
・
教
育

教 職 論 ２年前期 2 ○
保 育 者 論 １年後期 2 ○
教 育 行 政 学 ２年後期 2 ○
教 育 の 思 想 と 歴 史 ２年前期 2 ○
子 ど も 家 庭 福 祉 １年後期 2 ○
社 会 的 養 護 Ⅰ ２年前期 2 ○

体
の
理
解

子
ど
も
の
心
と

教 育 心 理 学 ３年前期 2 ○
子 ど も の 食 と 栄 養 Ⅰ ３年前期 1 ○
子 ど も の 食 と 栄 養 Ⅱ ３年後期 1 ○
子 ど も の 保 健 ２年前期 2 ○
子 ど も の 健 康 と 安 全 ２年後期 1 ○
保 育 の 心 理 学 ３年前期 2 ○
子 ど も 家 庭 支 援 の 心 理 学 ３年後期 2 ○
子 ど も の 理 解 と 援 助 ２年後期 1 ○
発 達 心 理 学 ２年後期 2 ○

保
護
者
へ
の
支
援

子
ど
も
の
生
活
と

幼 児 理 解 ２年前期 2 ○
教 育 相 談 ３年前期 2 ○
子 育 て 支 援 ４年前期 1 ○
子 ど も 家 庭 支 援 論 ３年後期 2 ○
生 徒 ・ 進 路 指 導 論 ４年前期 2 ○

別表１  （第26条関係  こども教育学科授業科目）
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区　分 授　業　科　目 配当年次
単位数 授業形態

備　考
必修 選択 自由 講義 演習 実習等

専

 
 
 
 

門

 
 
 
 

分

 
 
 
 

野

保
育
・
教
育
の
内
容
と
方
法

保 育 の 計 画 と 評 価 ２年後期 2 ○
教 育 課 程 総 論 ３年前期 2 ○
保 育 内 容 総 論 １年後期 1 ○
保 育 指 導 法 ３年前期 1 ○
保 育 内 容 （ 健 康 ） ２年前期 2 ○
保 育 内 容 （ 言 葉 ） ２年前期 2 ○
保 育 内 容 （ 環 境 ） ２年前期 2 ○
保 育 内 容 （ 人 間 関 係 ） ２年後期 2 ○
保 育 内 容 （ 造 形 表 現 ） ２年後期 2 ○
保 育 内 容 （ 音 楽 表 現 ） ２年前期 2 ○
社 会 的 養 護 Ⅱ ２年後期 1 ○
乳 児 保 育 Ⅰ ２年前期 2 ○
乳 児 保 育 Ⅱ ２年後期 1 ○
障 害 児 の 理 解 と 支 援 Ⅰ ２年前期 1 ○
障 害 児 の 理 解 と 支 援 Ⅱ ２年後期 1 ○
特 別 支 援 教 育 ３年前期 1 ○
教 育 方 法 ・ 技 術 論 ３年後期 2 ○
道 徳 教 育 の 理 論 と 実 践 ３年後期 2 ○
総 合 的 な 学 習 の 時 間 の 指 導 法 ３年前期 2 ○
特 別 活 動 の 指 導 法 ２年前期 2 ○

保
育
・
教
育
の
専
門
的
事
項

子 ど も と 健 康 ４年前期 2 ○
子 ど も と 人 間 関 係 ４年後期 2 ○
子 ど も と 環 境 ４年前期 2 ○
子 ど も と 言 葉 ２年前期 2 ○
子 ど も と 音 楽 表 現 ３年後期 1 ○
子 ど も と 造 形 表 現 ２年前期 1 ○
子 ど も と 身 体 表 現 ２年後期 1 ○
国 語 ２年後期 2 ○
社 会 ２年後期 2 ○
算 数 ２年前期 2 ○
生 活 ２年前期 2 ○
理 科 ２年後期 2 ○
家 庭 ２年後期 2 ○
小 学 校 英 語 ２年前期 2 ○
小 学 校 音 楽 ３年前期 1 ○
小 学 校 図 画 工 作 ３年前期 1 ○
小 学 校 体 育 ３年後期 1 ○

教
科
の
指
導
法

教 科 指 導 法 （ 国 語 ） ３年前期 2 ○
教 科 指 導 法 （ 社 会 ） ３年前期 2 ○
教 科 指 導 法 （ 算 数 ） ３年前期 2 ○
教 科 指 導 法 （ 生 活 ） ２年後期 2 ○
教 科 指 導 法 （ 理 科 ） ３年前期 2 ○
教 科 指 導 法 （ 家 庭 ） ３年前期 2 ○
教 科 指 導 法 （ 音 楽 ） ２年後期 2 ○
教 科 指 導 法 （ 図 画 工 作 ） ２年後期 2 ○
教 科 指 導 法 （ 体 育 ） ３年前期 2 ○
教 科 指 導 法 （ 外 国 語 ） ３年前期 2 ○

専
門
実
習

保 育 実 習 指 導 Ⅰ ３年通年 2 ○
保 育 実 習 Ⅰ （ 保 育 所 ） ３年前期 2 ○
保 育 実 習 Ⅰ （ 社 会 福 祉 施 設 ） ３年後期 2 ○
保 育 実 習 指 導 Ⅱ ４年前期 1 ○
保 育 実 習 Ⅱ ４年前期 2 ○
保 育 実 習 指 導 Ⅲ ４年前期 1 ○
保 育 実 習 Ⅲ ４年前期 2 ○
教 育 実 習 指 導 ３年前期 1 ○
教 育 実 習 （ 幼 稚 園 ） ３年・４年後期 4 ○
教 育 実 習 （ 小 学 校 ） ３年後期 4 ○
介 護 等 体 験 ４年通年 1 ○
イ ン タ ー ン シ ッ プ Ｂ ４年通年 2 ○

専

門

発

展

分

野

専
門
発
展
理
論
・
実
践

玩 具 と 文 化 ３年後期 2 ○

　　　③
　　　１０単位以上
　　　選択必修

生 き 物 と 自 然 の 力 ４年後期 1 ○
野 外 あ そ び 実 践 ２年後期 1 ○
子 ど も の 表 現 文 化 ４年前期 1 ○
多 文 化 理 解 教 育 論 ４年前期 2 ○
子 ど も の 歯 と 健 康 ３年後期 2 ○
子 ど も の 障 害 と 医 療 ３年後期 2 ○
カ ウ ン セ リ ン グ の 技 法 ２年前期 1 ○
子 ど も の リ ス ク と レ ジ リ エ ン ス ４年前期 2 ○
施 設 運 営 ・ 防 災 と 危 機 管 理 ３年前期 2 ○
防 災 教 育 実 践 ４年後期 1 〇
障 害 者 福 祉 特 論 ２年後期 2 ○
リ ト ミ ッ ク Ⅰ ３年後期 1 ○
リ ト ミ ッ ク Ⅱ ４年前期 1 ○
保 育 ・ 教 育 メ ソ ッ ド ４年後期 1 ○
ピ ア ノ 実 践 奏 法 ４年前期 1 ○
教 育 と 情 報 ４年前期 2 〇
海 外 研 修 ３・４年後期 1 ○
教 科 指 導 法 特 論 Ⅰ ３年後期 2 ○
教 科 指 導 法 特 論 Ⅱ ４年前期 2 ○
教 科 指 導 法 特 論 Ⅲ ４年後期 2 ○

専
門
研
究

保 育 ・ 教 育 課 題 研 究 Ⅰ ２年後期 1 ○
保 育 ・ 教 育 課 題 研 究 Ⅱ ３年前期 1 ○
保 育 ・ 教 育 課 題 研 究 Ⅲ ３年後期 1 ○
保 育 実 践 演 習 ４年後期 2 ○
教職実践演習（幼稚園・小学校） ４年後期 2 ○
卒 業 研 究 Ⅰ ３年前期 1 ○
卒 業 研 究 Ⅱ ３年後期 1 ○
卒 業 研 究 Ⅲ ４年前期 1 ○
卒 業 研 究 Ⅳ ４年後期 1 ○

合                    計 29 223 0
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区　分 授　業　科　目 配当年次
単位数 授業形態

備　考
必修 選択 自由 講義 演習 実習等

特
別
の
授
業
科
目

合　　　　　計

別表２  （第26条関係  各学科が定める特別の授業科目）

学　　科
授業料 教育充実費 実験実習費

合計（年額）
前　期 後　期 前　期 後　期 前　期 後　期

医療検査学科 450,000 450,000 175,000 175,000 125,000 125,000 1,500,000

診療放射線学科 450,000 450,000 175,000 175,000 125,000 125,000 1,500,000

看 護 学 科 500,000 500,000 175,000 175,000 125,000 125,000 1,600,000

こども教育学科 400,000 400,000 125,000 125,000 25,000 25,000 1,100,000

別表３抜粋  （第43条関係 学費） （単位：円）
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第１章　総　　　則
（目　的）
第１条　この規程は、神戸常盤大学学則（以下「学則」という。）第30条第２項、第31条第１項、第

33条第２項及び第34条第２項の規定に基づき、履修科目の登録、試験及び学修の評価等について必

要な事項を定めるものとする。

（授業科目）
第２条　本学における授業科目は、学則第26条第１項及び第２項に規定するものとする。

（講義要綱）
第２条の２　授業の概要・目的・ねらい、学習の到達目標、授業の内容・計画、準備学習の内容、成

績評価の方法・基準、履修上の注意及び教科書・参考書等並びに１年間の授業計画を、あらかじめ

講義要綱において明示するものとする。

２　学修の評価にあたっては、前項の成績評価の方法・基準に明示するものとする。

（授業時間）
第３条　本学の授業時間は、原則として月曜日から土曜日の６日間にわたり、１日５時限制とし次の

とおりとする。

（１）１時限９：00～10：30

（２）２時限10：40～12：10

（３）３時限13：00～14：30

（４）４時限14：40～16：10

（５）５時限16：20～17：50

２　授業時間の算定にあたっては、１時限90分を２時間とみなす。

３　必要のある場合は、６時限を設定して授業を行うことができる。

（単位の計算方法）
第４条　授業科目の単位の計算方法は、学則第28条に規定するところによる。ただし、１単位の授業

時間が講義15時間、演習30時間、実験、実習及び実技45時間以外の授業科目については、医療検査

学科は別表１、診療放射線学科は別表２、看護学科は別表３、こども教育学科は別表４のとおりと

する。

２　学則第28条第２項に規定する併用による授業科目は、別表５のとおりとする。

（履修科目の登録）
第５条　学生は、毎学年度の初めに、学則第30条の定めるところに従い、所定の期日までに履修登録

を行わなければならない。

２　履修登録変更後は、原則として再び授業科目の変更又は取消しはできない。

３　既に単位を修得した授業科目は、再び履修することはできない。

４　科目によっては、受講希望者が多数になった場合は、受講者数を制限することがある。

５　科目によっては、受講希望者が極端に少ない場合は、開講しないことがある。

神戸常盤大学履修規程
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（履修科目の登録の上限）
第６条　学生が１年間に履修科目として登録することができる単位数の上限を、次のとおりとする。

（１）保健科学部は、１年間49単位とする。

（２）教育学部は、１年間49単位とする。

２　前項の単位数の上限は、学則第26条第１項別表１の必修科目と選択科目の合計単位数とする。

３　所定の単位を優れた成績をもって修得した学生については、第１項に定める上限を超えて履修

科目の登録を認めることがある。

（履修要件）
第７条　学生は、学則第26条第１項別表１の定めるところに従い、所属する学科の所定の単位を修得

しなければならない。

２　医療検査学科については、別表１に規定する選択科目81単位のうち、次に掲げる授業科

目の中から21単位以上修得しなければならない。

（１）＊印の選択科目の生理学と日常生活、分子細胞生物学、薬理学、薬物と検査、栄養学、環境

生理学、ロボティクス演習および※印の選択科目の国際保健医療活動Ⅱ、臨床病態学特論、

分子感染制御学演習、臨床検査学発展演習、対人援助技術演習、予防医学概論、遺伝子工

学、文献講読、チーム医療論、先進医学検査学、細胞検査学特論Ⅰ、細胞検査学特論Ⅱ、バ

イオインフォマティクス、細胞培養演習、遺伝子工学演習、労働衛生学Ⅰ、労働衛生学Ⅱか

ら11単位以上

（２）上記の（１）を含み、選択科目から21単位以上

３　診療放射線学科については、別表１に規定する選択科目50単位の中から、12単位以上修得しな

ければならない。

４　看護学科については、別表１に規定する選択科目から、保健師課程に関する科目を除く57単位

のうち、次に掲げる授業科目の中から23単位以上修得しなければならない。

（１）臨床検査総論、医療機器総論、国際保健医療活動Ⅱ、保健統計学、保健医療福祉行政論から

２単位以上

（２）クリティカルケアⅡ、リハビリテーション看護論、家族看護学、学校保健、養護概説、健康

相談の理論と方法から５単位以上

（３）看護教育論、異文化看護論、医療・看護特論Ⅰ（社会と看護）から１単位以上

（４）上記の（１）～（３）を含み、選択科目から23単位以上

５　こども教育学科については、別表１に規定する選択科目221単位のうち、次に掲げる授業科目の

中から95単位以上修得しなければならない。

（１）いのちと共生、人類と地球環境、暮らしの中の数学、統計学、暮らしの中の物理学、生命と

化学、人体のふしぎ、現代生命科学、安全学、人類と農学、プログラミング入門から２単位

以上

（２）哲学、生命と倫理、芸術文化論、文学、日本通史、世界の時事、現代社会学、経済学、心理

臨床学、人間関係論、教育と人間から２単位以上

（３）玩具と文化、生き物と自然の力、野外あそび実践、子どもの表現文化、多文化理解教育論、

子どもの歯と健康、子どもの障害と医療、カウンセリングの技法、子どものリスクとレジリ

エンス、施設運営・防災と危機管理、障害者福祉特論、リトミックⅠ、リトミックⅡ、保
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育・教育メソッド、ピアノ実践奏法、教育と情報、海外研修、教科指導法特論Ⅰ、教科指導

法特論Ⅱ、教科指導法特論Ⅲから10単位以上

（４）上記の（１）～（３）を含み、選択科目から95単位以上

６　医療検査学科の授業科目のうち、細胞検査士養成科目に関しての必要な履修要件は、別に示す

ものとする。

７　看護学科の授業科目のうち、別に示す科目については、当該科目に先立って、指定された科目

を履修又は単位を修得しなければならない。

８　医療検査学科の臨地実習については、本学の定める病院等において所定の期間実施する。

９　診療放射線学科の臨床実習については、本学の定める病院等において所定の期間実施する。

10　看護学科の看護学の臨床に属する臨地実習科目については、各学年次に本学の定める病院等に

おいて所定の期間実施する。

11　看護学科の保健師分野に属する臨地実習科目については、各学年次に本学の定める保健所等に

おいて所定の期間実施する。

（授業）
第８条　学生は、前条で履修登録を行った科目に出席しなければならない。

２　病気で一週間以上連続して休む場合やその他やむを得ない理由により休む場合は、欠席届を提

出しなければならない。なお、病気の場合は、医師の診断書を添えなければならない。

３　30分以上過ぎても授業が開始されない場合は、休講とみなす。

（学校において予防すべき感染症による出席停止）
第９条　学校保健安全法施行規則第19条に定める感染症に感染した者は、原則として出席を停止する。

２　上記以外の感染症で罹患した者は、出席を停止する場合がある。

（交通スト又は気象警報発令時の授業）
第10条　授業期間中に、本学が決めた交通機関に交通ストが起こった場合、又は本学が決めた地域に

気象警報の発令がされた場合は、原則として授業を行わない。

２　前項に関して必要な事項は、別に定める。

（公認欠席）
第11条　次に掲げる理由のいずれかにより、授業を欠席した者が願い出た場合は、公認欠席として取

り扱い、当該欠席時間数を出席及び欠席のいずれの時間数にも算入しない。

（１）学校において予防すべき感染症（診断書が必要）

（２）本学が認めた地域以外の交通ストや気象警報等により、登学が困難な者及び交通機関の遅延

による欠席（遅延証明書等が必要）

（３）その他学長が特に認めた場合

（受験資格）
第12条　次の事項に該当する者は、受験資格を失う。

（１）各授業科目について、原則として出席回数が授業実施回数の２／３未満の者

（２）学費未納の者

（３）履修登録をしていない者

（４）教授会において、受験資格なしと決定された者

（単位の授与）

第10章　神戸常盤大学学則および関係諸規程

163



第13条　授業科目の単位の授与は、学則第33条及び第34条により、筆記試験その他の方法により行う。

（試験）
第14条　前条に規定する単位授与のための試験は、定期試験、追試験及び再試験とする。

２　定期試験は原則として授業科目が終了する学期末に、一定の期間を定めて実施する。ただし、

期間外に臨時に行うことがある。

３　追試験は、公認欠席、忌引、疾病及び負傷、その他やむを得ない理由で定期試験を受験できな

かった者について、本人の願い出により認めることがある。

４　再試験は、定期試験に不合格となった者について、本人の願い出により認めることがある。

５　試験に関して必要な事項は、別に定める。

（学修の評価）
第15条　試験等の成績評価は、学則第34条によりＳ（100点から90点）、Ａ（89点から80点）、Ｂ（79

点から70点）、Ｃ（69点から60点）、Ｄ（59点以下）の５段階に区分し、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃを合格、

Ｄを不合格とする。

２　受験資格なしについては、Ｚで表し不合格とする。

３　学則第39条、第40条、第41条及び第42条により、本学において修得したものとみなした授業科

目又は単位を与えた授業科目については、Ｒで表す。

４　追試験の成績は、原則として最高点を80点とする。ただし、公認欠席による追試験の成績は、

最高点を100点とする。また、追試験の手続きをしなかった授業科目については、Ｅで表す。

５　再試験の成績は、最高点を60点とする。

６　成績に関して質問のある学生は、別に定める方法で照会をすることができる。

（試験に関する不正行為）
第16条　試験に関し、不正行為のあった者には直ちに退室を命じ、その者の当学期の定期試験、追試

験及び再試験のうち、筆記試験及びレポート試験の全授業科目の受験資格を無効とし、学則第60条

により懲戒する。また、その事実を公示する。

（履修の制限）
第17条　各学年の年度末において所定の単位を修得していない場合には、次学年の所定の科目の履修

を許可しないことがある。

２　前項の履修に関することは、学修の評価等を含め教授会の議を経て、毎年度の初めに示すもの

とする。

（附則）１この規程は、平成20年４月１日から施行する。

（附則）１この規程は、平成21年１月１日から施行する。

（附則）１この規程は、平成22年４月１日から施行する。

（附則）１この規程は、平成22年７月１日から施行する。

（附則）１この規程は、平成24年４月１日から施行する。

（附則）１この規程は、平成25年４月１日から施行する。

（附則）１この規程は、平成26年４月１日から施行する。

（附則）１この規程は、平成28年４月１日から施行する。

（附則）１この規程は、平成29年４月１日から施行する。
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（附則）１この規程は、平成30年４月１日から施行する。

（附則）１この規程は、平成31年４月１日から施行する。

（附則）１この規程は、令和２年４月１日から施行する。

（附則）１この規程は、令和３年４月１日から施行する。
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授業形態 1単位の
授業時間数 授　　業　　科　　目

講　義 30

薬理学
放射線生物学Ⅱ
放射線物理学Ⅱ
放射化学Ⅱ
医用工学Ⅱ（電子工学）
画像解剖学
画像診断学Ⅱ（胸部、心大血管、
消化器他）

放射線生物学Ⅰ
放射線物理学Ⅰ
放射化学Ⅰ
医用工学Ⅰ（電気工学）
放射線計測学
画像診断学Ⅰ（頭部、頸部、脊髄）

演　習 15

医療コミュニケーション
大学道場mini ゼミＡ
健康スポーツ科学Ⅱ
医療英語

放射線カウンセリング学
大学道場mini ゼミＢ
プログラミング入門

授業形態
1単位の
授業時間数

授　　業　　科　　目

講　義 30

生理学Ⅰ
生化学Ⅱ
血液学
公衆衛生学Ⅱ
臨床化学検査学Ⅰ
輸血・移植検査学
総合医学検査特論

生理学Ⅱ
病理学
微生物学
細胞検査学
免疫検査学
臨床病態学Ⅱ（病態解析）

演　習 15

大学道場mini ゼミＡ
健康スポーツ科学Ⅱ
無機物理化学基礎演習
ロボティクス演習
分子感染制御学演習
対人援助技術演習
細胞培養演習
医学検査サプリメント演習Ⅰ
医学検査サプリメント演習Ⅱ

大学道場mini ゼミＢ
プログラミング入門
臨床検査入門
検体採取安全管理演習
臨床検査学発展演習
文献講読
遺伝子工学演習

実　習
実　技

30
健康スポーツ科学Ⅲ
検査入門実習

分析化学実習
公衆衛生学実習

別表１  （第４条関係：医療検査学科）

別表２  （第４条関係：診療放射線学科）
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授業形態 1単位の
授業時間数 授　　業　　科　　目

講　義 30

看護解剖生理学Ⅰ
看護解剖生理学Ⅲ
看護病理・病態学
症候論Ⅱ

看護解剖生理学Ⅱ
健康科学総論
症候論Ⅰ

演　習 15
大学道場mini ゼミＡ
健康スポーツ科学Ⅱ
教職実践演習（養護）

大学道場mini ゼミＢ
プログラミング入門

実　習
実　技

30
健康スポーツ科学Ⅲ
公衆衛生看護学実習Ⅱ
養護実習Ⅱ

生活健康論実習
養護実習Ⅰ

授業形態
1単位の
授業時間数

授　　業　　科　　目

演　習 15

大学道場mini ゼミＡ
健康スポーツ科学Ⅱ
保育内容（健康）
保育内容（環境）
保育内容（造形表現）
子どもと環境
保育実践演習
教職実践演習（幼稚園・小学校）

大学道場mini ゼミＢ
プログラミング入門
保育内容（言葉）  
保育内容（人間関係）
保育内容（音楽表現）
子どもと言葉

実　習
実　技

30
健康スポーツ科学Ⅲ
教育実習（幼稚園）
介護等体験

インターンシップＡ
教育実習（小学校）
インターンシップＢ

40
保育実習Ⅰ（保育所）
保育実習Ⅱ

保育実習Ⅰ（社会福祉施設）
保育実習Ⅲ

別表３  （第４条関係：看護学科）

別表４  （第４条関係：こども教育学科）

授　業　科　目　（学科） 授業形態 単位数 1単位の授業時間数

医動物学・同実習（医療検査学科）
講　義
実　習

2
講　義　15時間
実　習　30時間

別表５  （第４条関係）
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（１）保健科学部　医療検査学科　　医療検査学

（２）保健科学部　診療放射線学科　診療放射線学

（３）保健科学部　看護学科　　　　看護学

（４）教 育 学 部　こども教育学科　教育学

（附　則）　１．この規程は、令和２年４月１日から施行する。
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（目　的）

第 1 条　この規程は、神戸常盤大学学則（以下「学則」という。）第 1 7条及び第 4 3 条の規定に基づ

き、編人学に関して必要な事項を定めるものとする。

（編入学資格）

第 2 条 看護学科の 3 年次に編入学することができる者は、次の各号の一に該当する者とする。

（１）　保健師助産師看護師法の規定に基づき、文部科学大臣の指定した短期大学を卒業した者

（２）　保健師助産師看護師法の規定に基づき、厚生労働大臣の指定した学校教育法第132条に規定

する専修学校の看護師養成所において、総授業時数が1，7 0 0時間以上の課程を修了した者

（３）　高等学校の専攻科の課程（修業年限が 2 年前以上であることその他の文部科学大臣の定め

る基準を満たすものに限る。）において、看護師になるために必要な課程を修了した者（学校教

育法 9 0 条第 1 項に規定する大学入学資格を有する者に限る。）

（編入学の出願）

第 3 条　編入学を志顧する者は、次の各号の書類に検定料を添えて指定の期日までに願い出なければな

らない。

（１）　編入学志願票（本学所定用紙）

（２）　志顧理由書（本学所定用紙）

（３）　学歴及び職歴を記載した履歴書（本学所定用紙）

（４）　最終出身学校の学業成績証明書

　　　　（見込みによる場合は、単位修得見込証明書）

（５）　最終出身学校の修了又は卒業証明書

　　　　（見込みによる場合は、修了見込又は卒業見込証明書）

（６）　その他必要とする書類

（編入学の選考）

第 4 条　前条の編入学志願者の選考については、別に定める。

（入学手続き及び許可）

第 5 条　前条の選考の結果に某づき合格の通知を受けた者は、指定の期日までに、誓書その他本学所定

の書類を提出するとともに、所定の入学金及び学費を納付しなければならない。

2 　学長は、前項の人学手続きを完了した者に人学を許可する。

（入学の時期）

第 6 条　編人学の時期は、学年の初めとする。

（入学検定料、入学金及び学費）

第 7 条　編入学の入学検定料は、30,000円とする。

2 　編入学の入学金は、300,000円とする。

3 　編入学の学費については、3年次学生の人学年度の者と同額とする。

（教育課程）

第 8 条　編人学生の教育課程は、3年次学生の人学年度のものを適用する。
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（附則）　

１．この規程は、平成 2 0 年 4 月 1 日から施行する。

１．この規程は、平成 2 1 年 4 月 1 日から施行する。

１．この規程は、平成 3 1 年 4 月 1 日から施行する。

　　ただし、平成 3 1 年 3 月 3 1 日現在在籍する学生については、なお、従前の規程を適用する。
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３ヶ月以内に撮影した写真１枚（願書に貼付）
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「留学」の在留資格を取得できる見込みの者。

住民票（国籍・地域、在留資格等が記載されたもの）又はパスポートの写し
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（附　則）　    １．この規程は、平成２０年４月１日から施行する。

（附　則）　    １．この規程は、平成２４年４月１日から施行する。

（附　則）　    １．この規程は、平成２７年４月１日から施行する。
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